
 

８月 ほけんだより 

 

７月の保健状況 

６月半ばごろから、7 月前半までヘルパンギーナが流行し、30 人くらいの感

染がみられました。また、7 月に入ると、発熱・咳の症状があり RS ウイルス

感染症や手足口病が流行しました。 

RSウイルス感染後に、肺炎や気管支炎を併発し入院になるお友達がいました。 

また、虫に刺されて赤味、腫れの子が多くいました。刺された直後は流水で流

し、塗り薬をつけてください。かゆみがひどい時は、市販のパッチやガーゼ保

護をして、かき傷からとびひにならないように注意してください。 

 

とびひは、夏の疲れが出る 8 月の終わりから 9 月ごろに多くな

ります。 

虫刺されや湿しんなどで傷ついた肌を汚れた爪でひっかくと、傷

口に細菌が感染して「とびひ（伝染性膿痂疹）」になることがあり

ます。 

うみをもったような水ほうができ、強いかゆみが出ます。 

かゆいからといってひっかくと、水ほうが破れて中の液がついた

ところに、どんどんと広がってしまいます。 

水ほうを見つけたら、爪でひっかかないようにガーゼで覆い、受

診しましょう。 
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子どもたちが大好きなプール遊び！ 

楽しく安全に遊べるようにご家庭で以下のことに 

ご注意をお願いします。 

① 毎日おふろに入り、洗髪する 

② 爪は短く切る 

③ 朝ごはんをしっかり食べる 

④ たっぷり寝る 

とびひ、結膜炎、中耳炎などの目、鼻、耳の病気

にかかっているかもと思う場合は、病院受診を

お願いします。 

 


